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#
働
寒
細
と
勞
働
愤
値
姚

第
泰

八

勞

働

掠

奪

說

ミ

勞

働

價

値

說

英

勢
働
掠
奪
說
は
必
し
も
®

値
^

說V
J

干
係
を
有
せ
ず 

惯
« '-

說
は
古
く
ょ
6
偉
大
な
る
思
想
家
の
解
決
せ
ん
.ビ 

試

み

た

る

.
、

.
經
濟
學
上
の
破
要
問
題
な
り
。
而
し
て
經 

濟
學
は
價
値
の
要
素
を
究
，め
んV

J

す
る
に
當
り
、
.勞
働 

の
商
品
の
愤
値
に
_̂

1:
る
所
大
な
る
を
認
め
ざ
る
を 

,
#
ざ
6

き
。
即
ち
勞
働
猬
做
説
に
於V

經
濟
學
は
一
應 

此g

題
^

解
決
し
た
ゎ
。
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
は

此
說
の
創 

始
考
と
認
め
ら
る
。
但
し
彼
&

他
の
^
題
に
於
け
る
と 

同
じ
く
此
場
合
に
於
て
も
祈
®:
主
義
の
立
場
を
捨
て
ざ 

h
y
p
o
然
る
に
リ
カ
ゲ
ド
は
.確
實
に
勞
働
價
値
說
を
根
，
 

底
ビ
し
て
、
彼
の_
思
索
を
進
め
し
事
疑
ふ
可
か
ら
す
。
 

尤
も
彼
は
勞
働
を
以
て
唯
。一
の
®

値
決
定
®
^

た
る

事

を
主
張
し
た
る
に
非
ず
S
雖
も
、
硏
究
の
順
序
ビ
し
て 

一
應
此
*

を
承
認
し
た
る
な
6

。

«
し
も
價
値
が
全
然
勞
働
に
依
つ
て
生
產
せ
ら
る
る 

も
の
な
ら
ば
、
土
地
資
本
等
の
所
有
遨
の
所
得
は
、
勞 

働
^

に
依
b

て
劍
造
せ
ら
れ
し
價
値
の
奪
取
な
る
事
を 

意
味
ず
。
換
言
せ
ば
地
代
刺
澗
そ
の
他
一
般
無
勸
勞
所 

得
《
、
勞
働
考
に
對
し
て
.
犯
さ
れ
し
盜
に
外
な
ら
ず
。
 

斯

く

勞

働

椋

奪

說

は

、
學
_

上
承
認
せ
ら
れ
し
僧
做
說 

の
論
矶
W

結
構
と
し
て
現
は
れ
、從
て
社
會
主
義
*
は

、 

现
社
貪
制
度
の
讃
美
潘
に
：依
て
武
器
を
與
ベ
ら
る
る
の 

«

を
里
す
る
に
矩
れ
ぅ
。

リ
カ
ぐ
ド
の
名
著
の
現
は
れ
し
後
間
も
な
ぐ
、
社
# 

主
義
的
精
神
を
以
て
彼
の
惯
値
說
を
刺
用
す
る
の
試
み
：
 

を
な
す
裳
現
は
れ
だ
り
0
就
中
ヰ
リ
ア
ム
•
タ
ム
ソ
ン
の 

『
人
間
を
最
も
幸
福
に.
導
く
窩
の
'分
»

に
就
て
の
研
究』 

は
後
年
マ
ル
ク
ス
の
著
作
を
通
じ
て『

除_

價
値』

の 

名
目
の
下
に
唱
導
せ
ら
れ
た
る
、：
所
得
學
說
を
收
む
る 

.を
以
て
有
名
な
り
。
タ
ム
■ジ
ン
は『

富
は
勞
働
に
.依
て

生
產
さ
る』

：？
の
原
理
ょ
6:,
出
發
す
。
欲
求
の
對
象
を
.
る
勞
働
者
と
等
し
き
程
度
の
亨
樂
を
受
く
る
の
み
な
ら 

.
當
た
ら
し
む
る
も
の.
は
勞
働
の
外
あ
る
な
し
o
®

な.
る

ず

：
實
に
十
倍
西
倍
若
く
は
千
倍
の
富
を
亨
受
'す
0.
, 

物
の
効
用
：̂

:

等
か
の
形
馏
に
於
け
る
勞
働
が
、
之
に
機
械
材
料
等
の
形
に
於
け
る
資
本
な
け
れ
ば
、
勞
做 

加
へ
：ら
る
る
に
至
；る
ま
で
は
決
し
て
當
を
構
成
す
る
^

は
比
較
的
不
生
產
的
な-
る
事
明
自
な
れ
ば
、
勞
勋
*
が 

な
し.
。
而
し
て
其
時
に.
於

：
て

始

，
め

て

を

は

.
一
切
の
他
の
，
一.；

其
使
用
に
對
し
て
支
挪
ふ
は
正
當
な
ゥ
。
只
明
題
は
勞 

欲
求
對
象
ょ
h.

M
別
せ
ら
れV

食
と
な.
る
も
の
な
う
。

働
の
生
産
物
の
幾
許
が
生
*
要
具
の
使
用
に
對
し
て
引 

现
制
，度
の
下
に
あ
6.
.̂

は
S:
生
產
要
具
は
勞
働
激
の.

渡
さ
る
可
さ
か
に
あ
り
。
乙
れ
が
使
用
の
價
値
を
测
足 

芽
ギ
存
せ
ず
し
て
生
產
^.
邊
與
：せ
ざ
る
人
の
手
に.
存

す
|.

す
る
に
ニ
標
準
あ
り
。
勞
働
考
の
標
準
と
資
本
家
の
標 

故
に
何
物
か
を
生
産
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
之
を
賃
借
せ
ざ|

準
と
こ
れ
な
り
。
勞
働
激
の.
標

準

は

資

本

の

消

耗

?:
回 

る
可
か
ら
ず
U
然
し
て
彼
：S

是
等
生
產
要
具
の
使
用
に
一
復
す
る
程
度
の
報
償
に
加
ふ
る
に
、
資
本
の
所
有
者
又 

料
し
て
、
如
何
な
る
代
f

次
拂
ふ
が
尸
生
產
要
件
、
•
•
ば
整
理
者
に
生
爵
勞
働
？

時
じ
程
i t
の
生
活
を
營 

即
ち
土
地
家
屋
衣
類
道
具
食
物
等
の
購
求
、マ，

'
た
は
賃
借\

む
に
足
る
報
酬
を
以
て
し
た
る
も
の
を
以
て
足
れ
ヶ
ミ 

rc
對
し
て
、
勞
働
者
が
提
供
し
得
可
き
唯.
一
.
物
件
は
勞j

し
、
こ
れ
に
反
し
て
資
本
家
の
檩
準
に

依

れ

ば

、

資
本 

:
働
めa

.
部
あ
る
の
み
.?
•
然
る
に
通
常
資
本
家
が
生
產
資
機
械
そ
の
他
の
使
用
に
傲
う
同Y

勞
働
が
生
産
す
る
事 

取
の
®

爽
に
對
し
て
要
求
す
る
所
は
甚
だ
大
に
し
て
、

を
得
る
餘
剩
價
値
の
全
®

を
以
て
資
本
を
蓄
積
し
、
之 

勞
働
生
産
物
の
大
部
分.
は勞働者の手ょり齋ザはれてを

«

附
、く
る
も
の
0 :
知

能

^

熟
陳
と
に
對
ず
る
報
酬
と 

法
產
に
參
加
せ
ざ
る
贺
に
依
5

消
费
せ
ら
る
。
而
し
て
な
す
可
し
と
言
，ふ
な
う
。
.

.

.

怠
惰
I

生

學

段

の

所
S

は
、
最

も

勒

勉

熟

練

な

餘

刺'

S

は
史
初
以
來
資
本
家
勞
働
裔
の
關
爭
の

奶十二卷

3

九玉
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雜
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奪
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八

0

的
物
に
し
て
、
そ
の
結
果
は
常
に
资
本
家
が
價
値
の 

大
部
分
を
担
有
す
る
事
に
終
れ
&
Q

而
し
て
利
澗
地
代 

を
以
て
勞
働
潘
に
依
り
て
創
造
せ
ら
れ
た
る
谓
値
の一 

.部
分v

j

觀
る
事
は
.、
タ
ム
ソ
ン
以
來
先
つ
英
吉
茅
に
.續 

いV

は
大
陸
に
於
け
る
社
會
生
義
者
文
獻
の
流
行
思
想 

S

な
れ
b

。
斯
て
勞
働
掠
奪
說
は
勢
働
價
値
說
と
緊
密 

な-
る
干
係
を
結
ぶ
に
至
れ
る
な
b

。

力
ー
ル•

マ
ルV

ス
：ば
筛
剩
價
値
說
を
論
现
上
の
究 

極
ま
で
押
語
め
た
り
。
，を
の
大
著『

資
本
論』

の
初
め
に 

於
て
斷
案
を
下
し
、；I

物
生
産
の
爲
め
祉
會
的
に
必
要 

な
る
勞
働
は
、
啻
に
價
値
決
定
婴
潆
の
最
も
靈
婴
な
る 

も
の
に
JL
:-
ら
ず
し
て
、
'■
:具
象
化
さ
れ
し
社
會
的
勞
働
時 

間
、即
ち
結
晶
化
さ
れ
し
勞
働
は
、儐
値
の
本
體
t

の
も

の
に
'外
な
ら
す
ビ
云
へ
b

;°
マ
火
ク
ス
は
タ
ム
ソ
ン
の

如
く
、資
本
家
の
刺
潤
k

な
す
新
價
値
は
ヽ
生
產
要
具
の 

生
す
る
所
'
に
非
ざ
る
事
を
斷
言
せ
6

:°
,
何

と

な

れ

ば

資
 

，
水

は

卞

‘

-̂
物
に

價
値
を
移
轉
す
る
も
、
價

値
.?
r
創
造
す 

る
能
は

ざ

れ

ば

I

 

o庇
意
味
に
於
て
價
植
の
唯
一
源

泉
は
勞
働
な

b

。
然
れ
ど
も
資
本
.家
は
無
償
：に
て
：勞
働 

力
を
購
ふ
能
は
ず
？
之
に
對
し
て
市
價
を
支
拂
ふ
。
■而 

し
て
餘
剩
價
値
生
產
の
爲
に
は
勞
働
*

を
し
て
、
其
の 

受
く
る
賃
鈒
苒
生
產
の
爲
め
に
必
耍
な
る

ょ
6

も
、
長
，
 

時
間
の
勞
働
を
な
さ
し
む
る
を
必
®
と
す
る
は
勿
識
な 

ぅ
。
斯
の
如
く
し
て
勞
働
著
の
勞
働
時
間
は
ニ
部
分
に 

分
た
る
。
第
一
.

は
，彼
の
生
活
手
齔
の
價
値
を
禅
生
産
す 

る
、
即
ち
必
要
勞
働
時
間
、
第
ニ
は
餘
剩
價
値
を
創
造 

す
る
、
即
ち
無
報
酬
勞
働
時
間
こ
れ
な
り
。

餘
剩
價
値
源
泉
の
理
論
は
、『

資
本
論』

の
經
濟
學
的 

社
會
學
的
組
織
の
精
髓
を
な
す
も
の
に
し
て
、
敗
锐
あ 

る
に
も
拘
ら
ず
十
九
世
紀
後
半
の
經
濟
學
史
を
f r
る
の 

务
作
な
6

。
而
し
て
此
の
敎
理
が
、
社
會
主
義
運
動
の. 

歷
史.
に
比
類
な
き
役
目
を
演
じ
、
ま
た
勞
働
連
動
の
信 

仰
個
#

と
な
れ.
る
I

、
決
し
て
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
な 

5-
0
さ
は
言
へ
、
彼
に
依
~

て
«
成
せ
ら
れ
た
る
が
如 

き
餘
剩
價
値
論
は
、，科
學
的
の
立
場
ょ
り
は
承
諮
す
る 

事
能
は
す
。
此
說
は
眞
理
に
も
非
ず
、
ま
れ
實
際
上
の

n
n

的
に
ビ
.り
て
も

必
要
に
非
る
な
レ
°
そ
は

誤
れ
る
根 

底
に
立
て
ち
。

マ：ル
^

ス
如
何
に
强
辯
す
る
も
、
'勞
働 

.
は
價
値
の
本
體
に
非
れ
ば
な
り
。
：彼
に
勞
働
を
憤
値
の 

本
撤
Z
認
む
る
事
に
依
^
/
救
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
實
と 

の
矛
期
に
陷
沒
せ
ヶ
。：：鬼
に
角
吾
人
は
先
第(

に
、
:
マ 

ル
タ.
ス
フ
タ
ム
ソ
：ン
に
侬
ぅ
て
唱
導
せ
ら
れ
た
る
惯
値 

論
は
、
古
典
派
の
學
說
に
非
る
^
を
記
憶
す
る
の
必
要

f

o

:.
:

相
對
的
勞
働
®

値
說
ビ
，省
名
つ
ぐ
可
き
、■
リ
•力
ル
ド 

に
至-V

て
全
く
大
成
し
た
：る
古
典.
派
の
惯
値
論
は
、
決 

し
て
商
品
の
價
値
を
以
て
：具
象
化
さ
れ
し
勞
働
な
りV

J  

:+
:
張

せ

す

。

勿

論

グ

力

^
K
ば
$

を
生
產
的
勞
働
'に

.' 

«

く
も
、
：を
は
價
値
0:
十
要
素
と
じ
て
：の
み
。
分
配
の
: ' 

.
，法
則
を
硏
究
す
る
に
當
む
、
リ
カ
ゲ
ド
は
商
品
の
.價
値 

は
生
產
^
投
せ
ら
れ
た
る
勞
働
の
割
合
に
侬
る
，ビ
の
假 

定
ょ
b
出
發
せ
り
。
こ
れ
恰
も
鏔
釋
的
經
濟
箏
がf

經

.  

濟
人』

の
假
定
ょ
ぅ
出
發
す
る.
^
同
機
な
b
o
此
方
法 

が
當
を
得
た
り
や
否
や
は
問
®

な
る
も
、
.彼
は
常
に
典 

粼
十
二
卷(111

九七.}雜錄勞側拉奪訛と勞備

の
假
定
ミ
し
て
認
め
決
し
て
之
?:
實
際
事
實
の
表
現
な 

ぅ
とl

i

め
た
る
事
な
し
。
.彼
は
商
品
の
價
値
に
勞
働
以 

外
の
他
，の
®
素
が
干
係
せ
る
乙
ビ
及
び
觅
に
進
ん
で
は 

商
品
の
氓
均
代
價
は
ヽ
決
し
て
投
ぜ
ら
れ
し
勞
働
價
値 

ビ
比
例
せ
ざ
る
®

を
さ
へ
認
め
た
る
な
6

。
然
る
に
マ 

ル
タ
ス
に
ぁ
り
て
は
、
勞
働
は
價
値
の
本
體
に
し
て
、 

ノ
價
値
は
凝
結
し
た
る
，社
會
的
勞
働
、
即
ち
結
晶
勞
働
以 

外
に
は
之
な
し
と
せ
6

。
此
說
は
佘
が
絕
對
勞
働
說
S 

言.
ふ
所
の
も
の
に
し
て
、
表
面
上
は
リ
カ
ル
ド
の
說
ど 

栩
關
雄
す
る
も
、
，實
は
相
容
る
可
か
ら
ざ
る
別
個
の
も
 

の
な
b
p
リ
カ
ル
ド
の
如
.く
勞
働
を
價
値
決
定
の一

要 

.
素w

な
さ.
ば
、
勞
働
を
價
値
の
本
體
と
な
す
能
は
ざ
る 

可
し
。
然
も
此
區
別
に
對
す
る
深
き
注
意
は
何
時
し
か 

失
は
れ
し
爲
め
、

マ
ル
ク
ス
の
說
は
ツ
カ
ル
ド
學
說
の 

論
理
的
發
展
と
し
で
^

數
の
人
に
認
办
ら
れ.
、
敢
f
怪 

し
む
者
な
き
に.
至
れ
^S。

『

資

本

論

』

の
.
著

遨

自

身

も

リ
 

1力.
ル
ド
と
同
一
觀
察
點.
ょ
b
出
黴
せ
る
も
の
な
る
事
を 

承
認
せ
ぅ
。
其
結
架
絕
對
勞
働
®
値
說
の
論
理
的
產
物

1«
値
說 

' 
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錄勞働掠奪說と勞

f

値說

.

S

馨

S

た
：：

る
餘
剡
價
値
說
は
、
古
典
學
派
の
價
僦
論
の
必
然
的 

の
產
物̂

認
め
ら
る
冬
に
至
れ6

。
然
れ
ど
も
餘
剩
價 

:

値
說
が
、
古
典
學
派‘
の
價
« '

論
に
.根
底
を
有
す
と
言
ふ 

:

は
誤
課
に
し
て
、
餘
剩
價
.値
說
は
實
際
の
事
實
と
全
然 

栩
容
れ
ざ
る
絕
對
勞
働
®
値
說
ょ
り
出
發
す
る
ち
の
な

5
0 

, 

'
 

'フ
7

::
.
.
:
‘ 

. 

.

. 

：
：：
:
' 

' I

へ
:.
ャ
ル
タ
ス
の
愈
味
に
於
け
る
^
剩
i i
f t
說
、
即
ち
勞 

/

働
を
以
て
馏
値
の
本
fi
t

な
6

と
な
す
說
が
果
し
て
社
#
' 

主
義
の
缺
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
、
之
を
®

定
す〕 

る
時
は
勞
働
掠
奪
^
は
成
立
せ
ざ
る
も
の
ど
す
れ
ば
社 

會
主
義
潘
は
絕
蕻
ず

.̂

の
外
な.
じ

。

社#'
:
主

義

潘

の

爲
 

め

：に

：は

幸
K
し
て
第
實
は
然
ら
ず
。:
叢
し「

餘
剩
價
値 

說
は
誤
謬
た
るV

J.

同
時
に
社
#

主
義
者
に
取
ぅ
不
必
要」
；
 

の
も
の
な
れ
ば
な
り
。
菩
人
は.
餘
剩
價
値
說
の
抉
を
籍
：. 

/
る
辦
な
ぐ
し
て
能
く
勞
働
掠
奪
の
結
論
に
到
達
す
。
從
：，
 

來
並
に
现
在
の
社
會
に
於
で
、一
勞
働
の
掠
奪
が
行
は
る 

旮
の
斟
實
は
0
0
の
價
値
論
と
千
係
な
く
之
を
立
瞪
す-  

.
る
斟
を
得
る
な
り
。.
例
べ
は
三
鞭
酒
の
高
&

赝
値
は
、

投
赞
ら
れ
た
る
勞
働
カ
^
由
ら
ず
し
て
、
雷
粟
に
對
し 

て
其
の
稀
少
な
る
？T

即
ち
結
局
、
特
殊
の
葡
萄
を
生 

げ
る
土
地
の
稀
少
な
る
事
に
*

つ
く
。.

然
か
も
®
ほ
姻 

.菊
栽
培
地
の
地
主
が
收
得
す
る
地
代
は
M
l f
^
r f
f
#
に 

し
て
、
勞
働
椋
奪
の
結
果
な
る
_
に
茧
て
は
敢
て
他
の 

場
合
ビ
異
る
所
な
き
な
り
。
勞
働
椋
奪
は
生
産
論
に
a
 

.せ
ず
し
て
分
配
論
ホ
に
屬
すo

而
し
て
其
の
原
®
は
人 

が
物
に
對
し
て
有
す
る
權
カ
を
移
し
て
、
他
の
人
間
に 

對
し
て
挪
ふ
權
力
と
な
し
得
る
可
能
に
存
す
る
な
be

斯
の
如
く
タ
ム
ソ
ン
.、

マ
ル
ク
ス
に
依
り
て
絕
對
榮

働
價
値
說
の
必
然
的
結
果
と
し
て
諭
せ
ら
れ
し
餘
剩
價 

値
說
は
ク一

の
誤
® .
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
然
か
も
倚
社
會 

主
義
の
取
て
以
て
^1
^

す
^

き
«
耍
な
る
思
想
の
萠
芽 

は
其
の
中
に
含
ま
る
。
蓋
し
勞
働
は
價
値
の
絕
對
的
本 

體
に
非
れV」

も
"
辦
實
上
费
用
の
絕
對
的
本
體
ミ
し
て 

舰
る
事
を
得
る
を
以
て
な
6

。
此
區
別
を
知
ら
ん
が
爲 

め
に
は
、
價
値
及
截
用
な
る
ニ
つ
の
极
本
的
^
念
の
區 

別
を
把
振
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
經
濟
學
上
の
簡
肮
ビ
は

或
后
的
を
充
足
せ
し
む
る
手
段
ど
言
ひ
、
费
用
ビ
は
を 

の
偕
値.
の
生
産
に
必
聲
な
る
.支
出
を
言
ふ
り 

.
勿
^
生
產
に
於
て
«

々
：の
物
質
も
亦
«

や
さ
6
可
し 

W

雖
も
、:
を
は
人
叫
の
へ
1
部
に
非
れ
ば
絕
對
的
费
用
と 

言
：ふ
を
得
ず
。
實
際
上
絕
對
的
费
用
の
本
體
は
人
間
勞
：
 

働
以
外
に
あ
る
な
き
な
り
。
而
し
て
勞
働
を
絕
對
的
*,
; 

用
の
本
體
七
認
む
る
事
は
、
即
ち
ん
ば
勞
儆
を
以
て
生：

.

產
行
鸦
に
於
け
る
唯_

の
能
動
的
®
阁
と
舰
る
に
外
な 

ら
ず
。‘
換
言
せ
ば
、
生
産
は
勢
働
の.
み
の.
所
產
な
6
 V

J,  

斷
ず
る
を
：得
る
な
り
。
技
術
：
_

並
に
®
質
的
觀
察
點
ょ

.. 

b
見
れ
ば
ヽ
人
間
は
他
の
も
の
，の
如
く
機
械
力
の
表
現
へ 

に
過
ぎ
ず
0

即
ち
人
間v

動
物
ま
た
は
機
械
の
勞
働
と. 

の.
間
に
區
別
な
し
と
雖
も
、「

經
濟
現
象
を
人
間
の
間
*

ビ
し
て
«

る
經
濟
學
者
の
見
地
に.
立
：で
ば
、
人
間
の
勞 
'へ
 

働
は
即
ぢ
人
格
の
費
消
Q

る
を
以
て
>
 
機
械
の
活
«
と 

同
，一
視
す
る
能
枝
ず
、て
人
間
0
勞
働
は
生
產
の
唯
：

「

の
: 

動
因
た
.务
な
ら
广

.
斯
く
，し
1:.
吾

人

：は

、
甯

は

人

間

勞

働

.
の
み
，
に

依

り

て

V
: ..

笫
十
二

：

卷

生
產
せ
ら
る
ビ
の
結
論
に
到
達
せ
6

。
勿
論
勞
働
ビ
言 

ふ
は
雁
傭
せ
ら
れ
た
る
勞
働
の
み
な
ら
す
、j

切
の
精 

_

的

肉

職

的

，社

會

勞

働

^
從

事

す

る

人

の

勞

働

を

も

含 

ir
ff
'
t
此
見
地
ょ
り
菩
人
は
、
，
ー
切
の
當
を
»
會
的 

ボ
必
要.
な
る
勞
働
時
問
量
、
即
ち
結
晶
時
間V

J

し
て
舰 

.
察
す
る
を
得
。
罟
人
は『

資
本
論』

の
著
#

に
依
b

て
鴆 

ざ
れ
た
る
誤
謬
を
反
浚
し
て
、
勞
働
の
P

商
品
の
値 

値
を
決
定
す
ビ
斷
览
せH

る
可
し
。
素
ど
憤
値
は
極
め 

て
複
雜
な
る
祉
會
現
象
に
し
で
、
只
其
の
一
部
分
を
生 

產
の
勞
働
K.
M
ふ
の
み
‘。
然
れ
ざ7P

勞
働
と
惯
値
と
の 

問
の
栩
互
關
係
が
如
何
な
る
に
も
せ
ょ
、
勞
働
は
其
の 

絕
對
的
生
產
婴
因
た
る
特
別
*
る
獨
立
の
意
義
を
失
は 

ず
。
科
學
は
人
間
勞
働V

J

密
接
な.
る
干
係
に
於
て
、一 

切
の
富
を
分
析
す
る

の
妥
當
を
認
む
る
な
b
。

右
に
述
た
る
が
如
き
勞
働
费
用
說
は
、
之
を
マ

k

ク 

ス
の
嚼
«
し
た
る
勞
働
の
み
獨
ぅ
價
値
を
劍
造
す
る
カ 

f

ビ

の'
說
ビ
.
混
同
す
可
か
ら
ず
。
こ
れ
等

1
1

說
は
決 

し
で
論
.
理
上
同T

に
非
ず
。
而
し
て
勞
働
费>|
]

說
ょ
.办

第
三
號
ぐ
九

：

T 

、

(

三
九
九)

雜

.

錄

.
勞
讀
奪
說
と
勞
働
似
値
說
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說

第三
號

%

出
發
す
れ
ば
、.佘
剩
惯
値
論
は
實
際
生
溶
^
大
な
る
矛 

0
f

樣
修
正
せ
ら
る
可
し
。

；

勿
論
今
日
社
會
谷
階
級.
 

間
に
於
け
る
生
產
粉
の
分.配
は
、
勞
働
費
用
に
比
例
し 

て
行
は
れ
ず
し
で
價
格
に
依.つy

左
右
せ
ら
る
。
然
し 

' 

T

定
の
經
濟
制
度
の
價
値
を
評
足
す
る
に
方
つ
て
は

.獨j 

り
其
制
度
の
，下
に
：創
造
せ
ら
れ
た
る
祉
筲
的
富
の
分
量 

:；

の
：み
な
ら
ずS
同
時
に
其
富
に*
體
3
れ
た
る
勞
働«
'
| 

用
の
分
®
、
換
@
す
れ
ば
如
何
な
る
代
偖
を
以
て
此
|4\ 

が
)»
入
せ
ら
れ
た
る
か
を
測
定
す
る
事
最
も
重
®
な
ぅ\. 

經
濟
進
步
の
唯
一
確
實
な
るR度
は
、：
勞
働
の
生
産
力 

~

の
度
合
に
て
現
は
さ
るd
然
ち
ば
勞
働
の
生
康
力
と
ば
一 

何
ぞ
や
。
勞
働
の
生
産
力

V」

は
要
す
るK
勞
働
费
州
を
一 

反
面
ょ
6
觀
た
る
*
念
に
外
な
ら
ず
。
即
ぢ
二
定
の
富

V 

を
造
る
に一

定
量
の
，勞
働
を
要
す
と
せ
ば
、
是
れ
其
の 

當
を
造
る
爲
め
の
勞
働
费
用
に
し
て
、
其
の
反
對
に

j 

定
最
の
勞
働
を
投
ず
る
事
に
依
て

j

宛
摄
の
富&>
得
ら 

.る
と
す
れ
ば
、
其
の
 

1
結
來
た
る
當
の»
は
勞
働
生
產
カ
，
 

の
科
度
を
表
示
す
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。

.

勞
働
t

用
が
經
濟
學
0

必
要
な
る
# ;
晴
な
办
と
せ
ば 

佘
剩
■

値
說
も
亦
然
&
。
.マ
ル
ク
ス
が
二
日
の
勞
働
時 

冏
を11

部
分
k

分

ち

て

.
、
必
要
勞
働
咕
聞
及
び
余
剩
勞 

働
時
間V

J

な
し
た
る
は
當
を
得
た
り
。
必
要.
勞
働
と
は
、
 

社
會
的
勞
働
に
參
加
せ
る
一
切
の
勞
働
潘
に
取
り
必
要 

な
る
物
資
の
生
產
に
要
す
る
努
力.
の
最
に
し
て
、
余
剩 

勞
働V

J

は
、
社
會
の
非
勞
働
階
級
を
維
持
す
る
爲
め
に 

投
せ
ら
る
、
所
の
勞
働
な
6

。
必
粟
勞
働
余
刺
勞
働
の 

觀
念
は
、
掠
奪
學
說
を
始
め
て
完
全
な
ら
し
む
。
サ
ン 

シ
モ
ン
學
徒
は
資
本
主
義
社
會
に
於
て
奪
掠
が
行
は
る 

、
事
實
を
斷
言
し
た
b

ビ
雖
も
、
掠
奪
の
程
度
如
何
及. 

rx
ff
d
:#

の
維
步
R

連
れ
て
掠
奪
の
程
度
は
趣
み
つ
、
ぁ 

る
か
減
退
し
つ
、
ぁ
る
か
、
若
し
く
は
如
何
な
る
產
業 

如
何
な
る
國.
に
於
て
掠
奪
の
行
は
るA

程
度
甚
し
き
か 

は
之
を
硏
究
す
る
事
能
は
ざ
6

き
。
是
等
に
對
す
る
確 

:

實
な
る
解
答
は
、
必
要
勞
働
、
佘
剩
勞
働
の
觀
念
を
得 

て
始
め
て
爽
へ
ら
る
、
事
を
得
る
な
^c\。 

:

勞
働
费
用
說
に
依
る
勞
働
掠
奪
說
の
修
正
中
、
今」

つ
の「

4.

の
は
览
に
重
耍
な
る
意
義
を
有
す
。
勞
働
の
投 

费
，

V
J

其
生
產
力
の
程
度
ミ
は
根
本
的
且
つ
決
定
的
の
事 

實
な
り
。
喷
物
史
舰
：に
對
す.
る
，吾

人

.の

態

度

は

如

何

な 

る
も
：祀

せ

ょ

、
如

何

な

る

經

濟

學

象

社

會

學

者

も

、
社

會 

現
象
に
覦
て
經
濟
現
象
が
重
要
の.
役
目.
を
演
じ
つ
、
ぁ 

る
の
事
實
を
不
M
定
す
る
も
の
^ .
ら
ざ
る
可
し
。
樣
冷
の
，：
 

■.
形

に

於

け

る

社

會

的

椋

奪

：の

干

係

は

、

J

定
の
生
產
條
ー 

仲
に
遡
る
可
き
一
の
«

生

的

现

象

に

過

ぎ

す

。
，
.
社

會

的

 

勞
働
の
生
產
カ
、
荇
く
は
社
會
的
勢
働
獲
用
の
槪
念
は 

掠
奪
說
ビ
生
產
力
0
發

達

に

，基

つ

く

1±
會

發

達

の

_
理

論 

.
と
を.
連
結
す
る
架
橋
を
な
す
も
の
な
む
。
而
し
て
比
«
 

に
於
て
勞
働
费
用
の
槪
念
の
，眞
意
*

は

存

す

。
.菩

人

が 

絕
對
的
勞
働
價
値
說
を
否
定
し
、
勞
働
を
價
値
の
本
件 

ビ
認
め
ざ
る
場
合
R
.於
て
も
此
槪
念
の
重
要
は
變
ず
る 

所

な

さ

な

り

。

或

は

絕

.*

.
的

勞

働

费

用

の

學

說

と

掠

奪
 

說

と

の

結

合

に

1
後
者
ば
其
の
偷
理
的
意
義
を
失 

ひ
て
一
個
の
經
濟
原
則
に
墮
す
ー
る
事
な
き
や
，/

」

言
：ふ
者 

あ
i

と
雖
も
、
決
し.
て
然
ち
ず
。
蓋
し
勞
働
费
用
の
概

念
其
者
は
、
旣
に
偷
理
的
要
素
を
含
め
る
を
以
て
な
り 

:

事
實
に
於
て
生
產
に
參
加
す
る
事
は
、
獨
b

人
間
の
み 

な
ら
す
し
て
他
の
物
的
生
產
手
晚
も
亦
之
を
^

す
。
然 

.

ら
ぱ
何
故
に
吾
人
は
人
間
の
勞
働v

j

馬
の
勞
働
ビ
?:
同

.1

視.
せ
ず
、

一

切
の
生
*

% '
を
«
彡
人
照
勞
働
の
み
の 

|

所
産
と
し
て
之
を
觀
る
か
。
他
な
し
階
默
の
問
に
吾
人 

\

が
人
格
の
尊
貴
、
人
格
の
本
等
な
る
社
會
主
義
の
主
恶 

翁.
理
觀
念
ょ
^o

出
發
せ
る
を
以
て
な
り
。
人
格
の
^
等 

? :
裡
解
せ
ざ
り
し
古
代
人
に
て
は
、
馬
の
勞
勋
と 

奴
隸
の
勞
働
ど
の
間
紀
區
別
を
割
す
る
こ
と
不
可
能
な 

>

し

な

ら

ん

。

彼

等

は

恐

ら

く

自

由

人

せ

奴

隸

の

.勞

働 

.V
J

の
'間

に

區

別

を

設

.
く
る.
事
を
要
求
し
た
る
な
る
可
し 

ン
斯
の
如
ぐ
人
間
取
等
の
觀
念
は
、
絕
對
的
勞
働
t

用 

(

な
る
範
疇
の
基
礎
を
な
せ
be,

即
ち
掠
奪
說
は
、
« :
# 

主
義
は
偷
理
猶
要
素
を
以
て
實
か
る
事
の
事
實
を
洱
び 

茲
R

立
證
す
る
も
の
な
而
じ
て
之
ぁ
る
が
故
だ
社 

■■
#

在

義

的

遡

想

は

：尋

常

普

通

.
の
良
心
ぁ
る
人
'に
f

不 

可
避
な
る
論.
a
的
普.
遍
的
歸
結
と
し
て
承
認
せ
ら
る
る

^

h

y

o
 

{
T

u
g

a
n

.
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